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大阪府立精神医療センター見学会 開催案内 
※受付は終了しました。 

今回は 75 名の応募があり、抽選とさせて頂きました。 

今月の月例行事として、３月初めに大阪府立精神医療センターを見学させて頂きます。オープン前

見学となります。参加ご希望の方は、下記によりお申込み下さい。 

記 
大阪府立精神医療センター http://pmc.opho.jp/ 

 日  時 ２０１３年３月４日(月) 14:00-16:30 

 所 在 地 大阪府枚方市宮之阪 3-16-21 

 設  計 安井建築設計事務所 

 デ ― タ 473 床／地上 4階／ＲＣ造 一部Ｓ造／延 30,497.06 ㎡／2013 年 9 月竣工 

 特  徴  PFI 事業（設計・建設・運営支援（15 年））による現地での全面建替え。本館棟（外 

来・管理）・成人棟・児童思春期棟・医療観察棟と患者層毎に分棟化。共用する施  

設においては、外来/入院、成人/児童/思春期の患者動線分離を徹底。患者に『気

づきの入口』を提供することをコンセプトに施設全体にアートを設置している。 

 交  通 京阪本線 枚方市駅よりタクシー約5分、または枚方市駅より交野線に乗り換え、 宮 

之阪駅下車、徒歩 10 分 

定  員 ５０名（JIHa 会員・会友に限る） 

参 加 費 ３,０００円 

写真撮影：見学会開始前の撮影は禁止となります。 

（公社）日本医業経営コンサルタント協会「医業経営コンサルタント」継続研修：2.5 時間（予定）

 申込み方法 

1）申込方法：原則として E-mail に限ります。FAX による申込みも受付けますが、事務量軽減のため、

なるべく E-mail をご利用下さい。 

2）申込期間：２月６日（水）10：00～２月８日（金）15：00（３日間） 

 先着順ではございませんので、上記受付期間中にお申込みください。なお、お申込み数が定員を超

えた場合は抽選とさせていただきますのでご了承ください。 

3）記入事項：件名「大阪府立精神医療センター見学会参加申込み」 

①参加者名（法人会員は複数並記可）、②勤務先･部署、③電話番号、④E-mail アドレス or FAX 番号、

⑤〒･住所（返信先）を記載のこと。 

 4）申込人数：機会均等のため、法人会員は１社 2 名様以内、会友は 1 法人 1 名様とさせていただき

ます。個人会員は本人のみとし、代理出席はできません。 

5）申込の確認：お申込みいただいたものについて、抽選のない場合は受付期間後の翌日、抽選を行

った場合は受付期間後２日以内（土日祝日除く）に結果をメールで返信致します。返信のない場合

は E-mail 等にてお問い合わせ下さい。 

 6）受付期間終了後、抽選となった場合は、お申込数と併せてホームページにてその旨ご報告します。

なお、受付期間内に定員に達しなかった場合は、引き続き受付します。 

日本医療福祉建築協会事務局 E-mail：jiha@mars.dti.ne.jp  FAX：（03）3453-7573 
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小羊学園三方原スクエア＋中東遠総合医療センター見学会 開催案内 
※受付は終了しました。 

「小羊学園三方原スクエア」は 44 名の応募があり、抽選とさせて頂きました。 

３月の月例行事は、医療福祉建築賞 2011 を受賞した小羊学園 三方原スクエア、およびオープン前

の中東遠総合医療センターを見学させて頂きます。同日の午前と午後での開催となりますが、どちら

も現地集合となります。3頁目の申込み方法をご覧の上、お申し込み下さい。 

記 
小羊学園 三方原スクエア http://www.kohitsuji.or.jp/ 

 日  時 ２０１３年３月２２日(金) 10:30-12:20 

 所 在 地 静岡県浜松市北区三方原町 2709-12 

 設  計 久米設計 

 デ ― タ 定員 60 名／地上 2階／木造／延 3,129 ㎡／2008 年 9 月竣工 

 特  徴  重度重複の知的障害児･者のための入所施設の移転新築計画。住宅棟 5棟と、支援

棟とで構成されている。地域での生活を基本とした障害者福祉施設への転換を目指し、住宅棟

は、入所者ができるだけ家庭に近い環境で暮らせるよう、木造の在来軸組工法を用いて小規模

な暮らしの場を提供している。支援棟は、柱・梁に構造用集成材を用いて燃えしろ設計を行い、

2.73ｍ×2.73ｍスパン、梁下 3.5ｍの大きな空間を形成している。屋根面は長さ 5.4ｍの LSL

板をスパン毎に配置し、水平面の剛性を確保している。 

 交  通 ＪＲ浜松駅北口より遠鉄バス・40（聖隷三方原病院経由気賀･三ヶ日行き）40 分、

「奥大谷」バス停にて下車、徒歩 3分 

定  員 ３０名（JIHa 会員・会友に限る） 

参 加 費 ３,０００円 

写真撮影：①見学会開始前の撮影 ②施設利用者の撮影 ③フラッシュの使用 は禁止となります 

（公社）日本医業経営コンサルタント協会「医業経営コンサルタント」継続研修：1.5 時間（予定）

・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～ 

中東遠総合医療センター http://www.shinbyoinkyogi.jp/ 

 日  時 ２０１３年３月２２日(金) 14:30-17:00 

 所 在 地 静岡県掛川市下俣・長谷地内 

 設  計 久米設計 

 デ ― タ 500 床／地上 8階／S造、免震構造／延 46,151 ㎡／2012 年 3 月竣工 

 特  徴  掛川市と袋井市にある市立病院の統合。中東遠地域における急性期基幹病院として、 

地域連携をもとに両市民が必要とする質の高い医療提供体制や、２次救急を中心とした救急医

療体制を構築する。市民の健康増進・健康管理に貢献し、災害時には命を守る拠点としての整

備を行う。丘陵地の地形を利用した二段造成によりアクセスを２層に分けた。病棟には患者と

スタッフを近づける三角型病棟を採用し、低層部の外来は雁行分節型によって、周囲の自然と

の調和を目指した。BCP 対応病院として、強固な構造体とともに自立性の高いエネルギー供給

のシステム、機能転用可能な平面計画を採用した。 

 交  通 ＪＲ掛川駅よりタクシー10 分程度 

定  員 ５０名（JIHa 会員・会友に限る） 

参 加 費 ３,０００円 

写真撮影：見学会開始前の撮影は禁止となります。 

（公社）日本医業経営コンサルタント協会「医業経営コンサルタント」継続研修：2.5 時間（予定）
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●３月見学会申込みについて 

３月の見学会は、どちらか一方でも、両施設共でもお申込みいただけます。 

2/20～2/22 の申込み期間中に２件同時に受付しますので、ご希望の施設名を必ず明記のうえ、お申

込みください。 

１週間たっても定員に達しない場合は、3/1 にホームページ上でその旨お知らせを致します。 

申込み方法の詳細は下記をご参照ください。 

 申込み方法 

1）申込方法：原則として E-mail に限ります。FAX による申込みも受付けますが、事務量軽減のため、

なるべく E-mail をご利用下さい。 

2）申込期間：２月２０日（水）10：00～２月２２日（金）15：00（３日間） 

 先着順ではございませんので、上記受付期間中にお申込みください。それ以前のお申込みは無効と

なります。 

なお、お申込み数が定員を超えた場合は抽選とさせていただきますのでご了承ください。 

3）記入事項：件名「小羊学園三方原スクエア見学会参加申込み」または「中東遠総合医療センター

見学会参加申込み」もしくは「三方原スクエア＋中東遠医療センター見学会参加申込み」のいずれ

かを明記のうえ、 

①参加者名（法人会員は複数並記可）、②勤務先･部署、③電話番号、④E-mail アドレス or FAX 番号、

⑤〒･住所（返信先）を記載のこと。 

 4）申込人数：機会均等のため、法人会員は１社 2 名様以内、会友は 1 法人 1 名様とさせていただき

ます。個人会員は本人のみとし、代理出席はできません。 

5）申込の確認：お申込みいただいたものについて、抽選のない場合は受付期間後の翌日、抽選を行

った場合は受付期間後２日以内に結果をメールで返信致します。返信のない場合は E-mail 等にて

お問い合わせ下さい。 

 6）受付期間終了後、抽選となった場合は、お申込数と併せてホームページにてその旨ご報告します。

なお、受付期間内に定員に達しなかった場合は、引き続き受付します。 

日本医療福祉建築協会事務局 E-mail：jiha@mars.dti.ne.jp  FAX：（03）3453-7573 

・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～ 

海外医療福祉建築視察団２０１３ 

来年度の海外視察は、訪問先をバルセロナ・ロンドン・パリとします。 

これらの国々は、フランスが我が国と、またイギリスがスペインと類似した医療保険制度になり

ますが、いずれも公的医療機関が主体の国々です。次期診療報酬改訂作業の中で、入院・外来の機

能分化が話題になり始めましたが、海外視察では、こうした国々のクリニックや総合病院、特殊機

能病院の姿を勉強しようと考えています。 

詳細については順次お知らせして参りますが、ぜひ早めのご参加ご検討をお願い致します。 

■日 程：２０１３年１０月初旬～中旬（予定） 

■訪問先：西国（バルセロナ）、英国（ロンドン）、仏国（パリ） 

■コーディネーター：山下 哲郎（JIHa理事・工学院大学教授） 

■経費（概算）：3月のインフォメーションで詳しく掲載する予定です。 
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～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・関連情報・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・ 

一般社団法人 日本医療福祉設備協会 研修会案内 

テーマ： 「病院のＢＣＰ」 病院設備設計ガイドライン（ＢＣＰ編）HEAS-05-2012 の解説 

東日本大震災からまもなく2年が過ぎようとしています。あの大震災は、あらゆる分野に大きな影響を及ぼし、

医療福祉設備のあり方についても大きな見直しを迫るものでした。当協会では、2011年10月にEAS-03,04-2011

として、衛生設備、電気設備の設計ガイドラインを発行し、その中で「災害対策」を記述していますが東日本大

震災の教訓は反映されていません。 

そこで、昨年5月に、設計事務所5社、建設会社6社からなる「病院設備の災害対策ガイド作成ＷＧ」を立ち上

げ、昨年12月に「病院設備設計ガイドライン（ＢＣＰ編）」を発行することができました。 

本ガイドラインは前編と後編に分かれ、前編を『運用編』として、主に病院スタッフを対象として病院ＢＣＰの考

え方について述べており、広域の大地震の時に、病院内外で発生する状況をライフライン（電力・ガス・水道・下

水道）、建物本体、建築設備、医療機器、家具・什器等ごとに具体的に示しました。また、備蓄量の考え方、初

動対応・震災訓練・地域連携の重要性を記述しました。後編は『設計編』として主に病院設備設計者を対象とし

て病院ＢＣＰを支える建築設備の災害対策についての考え方と、電気・衛生・空調・昇降機設備の各論につい

て記述しています。単なる信頼性向上手法や注意点の羅列ではなく、これまでの教訓を基に、その病院の医療

継続にとって真に有効な災害対応システムの構築のために必要となる考え方に重点を置いています。 

今回の研修会では、前半は病院建築計画と病院の立場からＢＣＰを各先生に述べて頂き、後半にガイドライ

ンの最終版の詳細について解説させて頂きます。病院の設備計画や管理運営に携わる方々、設計事務所、企

業やメーカーの方々の多数のご参加をお待ちしております。 

    (公社)日本医業経営コンサルタント協会の継続研修認定（6.0時間）予定

記 

日  時： ２０１３年２月２２日（金）  １０：００～１７：００ 

会  場： 日中友好会館（東京都文京区後楽１丁目５番３号）  

         ＊都営大江戸線「飯田橋」駅より徒歩３分、各線「飯田橋」駅より徒歩７分 

定  員： １９５名 

会  費： 設備協会会員 １２,０００円 ／一般 １５,０００円 （どちらもテキスト代を含む） 

         ※参加費は事前に銀行振込みとします。 

           なお、お振込み頂いた参加費は一切返金いたしませんのでご了承願います。 

「病院のＢＣＰ」 病院設備設計ガイドライン（ＢＣＰ編）HEAS-05-2012 の解説 プログラム 
（敬称略、タイトル・講師・時間は変更されることがあります。） 

10:00-10:05 主催者挨拶/辻 吉隆（企画委員長） 

10:05-11:05 「病院のＢＣＰ」病院の被災と備え/筧 淳夫（工学院大学 建築学部 教授）  

11:05-12:05 3.11 における病院のＢＣＰ状況（仮題）/横山 成邦（気仙沼市立病院 外科科長） 

13:00-13:30 病院設備設計ガイドライン（ＢＣＰ編） 解説（1） 概要/ 

鈴村 明文（㈱伊藤喜三郎建築研究所 環境技術本部長） 

13:30-15:30 病院設備設計ガイドライン（ＢＣＰ編） 解説（2） Ⅱ．運用編 Ⅲ.設計編 考え方/ 

  小林 直樹（鹿島建設㈱ 建築設計本部 設備設計統括グループ グループリーダー） 

15:40-16:20 病院設備設計ガイドライン（ＢＣＰ編） 解説（3） Ⅲ.設計編 電気設備/ 

谷 泰文（鹿島建設㈱ 建築設計本部 設備設計統括グループ チーフエンジニア） 

16:20-17:00 病院設備設計ガイドライン（ＢＣＰ編） 解説（4） Ⅲ.設計編 衛生設備 空調設備/ 

                  笠原 靖弘（㈱伊藤喜三郎建築研究所 環境技術本部 機械設備部 次長） 

申込方法：  設備協会ＨＰ（http://heaj.org/）より受講申込書をプリントアウトし、下記ＦＡＸ番号

またはＥ-mail に添付してお送り下さい。 

一般社団法人 日本医療福祉設備協会 E-mail：info@heaj.org FAX：（03）6240-0690 
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サービス付き高齢者向け住宅実務講習会のご案内 

「サービス付き高齢者向け住宅」は、改正高齢者住まい法に基づき、高齢者が安心して暮らせる良質

な賃貸住宅として、居室の広さや設備、バリアフリーなどのハード面の条件を備えるとともに、ケアの

専門家による安否確認や生活相談サービスの提供が必須となりました。このサービス付き高齢者向け住

宅の事業化にあたっては住宅、介護、医療の各制度等に精通していることが重要となります。 

 （財）高齢者住宅財団では、サービス付き高齢者向け住宅の事業化を企画できる人材の養成を目的と

して、標記講習会を開催することとなりました。国の施策や民間事業者の先進事例の紹介、事業化にあ

たっておさえておくべきポイントの解説など、実務に役立つプログラムとなっております。 

 事業化をお考えの住宅、医療、介護等の事業に関わる方々、公的住宅供給主体や行政、コンサルタン

トの方々など、広くご参加いただきますようご案内申し上げます。 

◆開催概要◆ 

日   時： 平成 25 年 3 月 8 日(金) 10：00～16：40  （予定） 

会   場： （財）都道府県会館 1階 101 大会議室 （千代田区平河町 2-6-3）http://www.tkai.jp/ 

募集人数： 150 名程度 

参 加 費： 財団賛助会員･出捐団体 15,000 円、一般 20,000 円 

主   催： 財団法人 高齢者住宅財団 

後   援： (予定) 人にやさしい建築・住宅推進協議会 

◆プログラム（予定）◆ 

１．サ付き住宅の供給促進のための方策 ～平成２５年度の補助・税制・融資制度の見通し～  

    国土交通省住宅局安心居住推進課 企画専門官 江田頼宣 

２．地域包括ケアとサ付き住宅 

  ～生活支援・介護・医療の付帯方法とハードのあり方・地域連携について～  

大阪市立大学大学院 生活科学研究科 准教授 三浦研 

３．高齢者が求めているサ付き住宅とは ～住み替え支援の現場から～  

ＮＰＯ法人シニアライフ情報センター 理事 小瀬有明子 

４．事業化へのプロセス 

  ～市場調査、商品企画、資金計画、登録申請、運営のポイント～  

カイロス・アンド・カンパニー株式会社代表取締役社長 高橋正 

５．＜事例紹介①＞ ㈱マザアスの取り組みと展開 ～住まいの発想で取り組む介護事業～  

㈱マザアス 代表取締役 吉田肇 

６．＜事例紹介②＞ 定期巡回・随時対応型訪問介護看護サービスの実際とサ付き住宅における医療・

介護との連携                       

㈱メッセージ 代表取締役執行役員/ 

一般財団法人サービス付き高齢者向け住宅協会 事務局長 奥村孝行 

 

お申込方法：高齢者住宅財団ホームページ（http://www.koujuuzai.or.jp/）より、申込用紙をダウン

ロードしていただき、下記ＦＡＸ番号までお送りください。 

お問合せ先：（財）高齢者住宅財団 担当：青柳、小川（受付担当：荒木） 

ＴＥＬ：０３－３２０６－６４３７   ＦＡＸ：０３－３２０６－５２５６ 

          〒104-0032  東京都中央区八丁堀２－２０－９ 京橋第八長岡ビル４Ｆ 

       E-mail：zitumu12@koujuuzai.or.jp 
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一般社団法人 日本医療福祉建築協会 

報 告 書 等 の ご 案 内 

入手ご希望の方はこちらよりお申し込みください。 

□報告書 

◆ 海外研修報告書『海外医療福祉建築研修 2011 研修報告書』 
 （コーディネーター：河口豊／訪問先：米国・カナダ／A4 判カラー102 頁／頒価 4,000 円） 

米国のニューヨーク、ボストン、フィラデルフィア、そしてカナダのハミルトンにて 9 施設と設計事務所を訪問。米

国を代表する病院の増改築、都市部での実現 1 号とされるユニットケア型高齢者施設、著名な建築事務所による高度

治療施設等サスティナブルな医療福祉施設を視察。ボストン建築家協会（ＢＳＡ）メンバーとの交流会レポート、並

びに米国の医療制度体制、病院建築の計画とデザイン、家具、インテリアにおける昨今の米国病院建築事情が報告さ

れている。 

◆ 課題研究報告書『集中治療部門の運用と施設計画に関する研究報告書』 
（主査：辻吉隆／2011 年／A4 判 260 頁／頒価 4,500 円） 
本研究は、「ＩＣＵ」を中心とする集中治療施設に関する現段階での実態と、運営者が見る現状の満足度および建築計

画におけるあるべき姿について明らかにし、いわゆる施設基準とは異なる、設計のスタンダード策定に寄与することを

目標としている。 

◆ 課題研究報告書『病院の部門別面積に関する研究報告書』 
（主査：川島浩孝／2009 年／A4 判 73 頁／頒価 4,000 円） 
2001 年以降に竣工した病院の部門別面積に関するデータを分析することにより、既往研究の成果を現在の病院建築の

状況に合わせた形で継承するとともに、設計ツールとしての部門別面積配分データのあり方を探ったもの。従来の５

部門に「共用動線部」を加えた計６部門の大分類による「部門別面積算定ルール」を新たに設定するほか、病棟面積

を除いた「病棟外面積に対する部門面積配分」や「病棟内機能別エリア」などの手法を提案・分析している。 

◆ 課題研究データＣＤ『病院の部門別面積に関する研究データＣＤ』（CD-ROM のみ販売） 
（主査：川島浩孝／2012 年／CD-ROM／頒価 4,000 円） 
2009 年の標記研究報告書発行後の詳細データ開示を望む声に応え、部門別面積研究の分析元の数値データを収録した

ＣＤ。部門面積・単位面積については 22 病院、病棟面積については 19 病院を分析対象として、部門別実面積・病棟

実面積・部門別単位面積を編集可能なエクセルデータで収録。設計等の参考にお役立てください。 

◆ 課題研究報告書『病院における手術部の運用に関する研究報告書』 
（主査：中山茂樹／2009 年／A4 判 156 頁／頒価 3,500 円） 
手術部に対する建築計画上の課題は、以前とは大きく異なってきた。本研究では、注目すべき事例の視察やヒアリン

グ、またシンポジウムや研究会における討論を通じて、病院手術部やこれと関係する HCU・ICU、あるいは外来手術を

行う場において、実際にどのような運用がなされているのか、各部門間でどのような調整が必要なのか等に関する実

情を明らかにしつつ、その将来像を考えるための課題を抽出した。 

◆ 課題研究報告書『医療･福祉施設の設計者選定におけるプロポーザルコンペの実情に関する調査
研究報告書』（主査：中山茂樹／2007 年／A4 判 109 頁／頒価 3,000 円） 

本調査は、近年契約された医療福祉施設の設計者選定において、その実情を明らかにした。同時に当協会が作成（2002

年）したプロポーザルガイドラインとの整合性を確認するとともに、ガイドラインの実施を阻害している要因がある

とすればそれが何かを明らかにし、公平で透明性の高い設計者選定に必要な事項を検討した。 

◆ 課題研究報告書『重度身体障害者グループホームに関する実態調査報告書』 
（主査：松田雄二／2007 年／A4 判 103 頁／頒価 3,000 円） 
各自治体で独自に展開されてきた重度身体障害者グループホームに関し、東京都での 12 施設に対してヒアリングと観

察調査による綿密な調査を実施、結果を整理したもの。入居者の身体状況や各施設の平面図など、いままでほとんど

整理されることのなかった施設種別に関する情報を多数掲載。 

◆ 課題研究報告書『～高齢者施設におけるエンド･オブ･ライフ～ 高齢者介護施設における重度
化に関する研究報告書』（主査：大原一興／2006 年／A4 判 160 頁／頒価 3,000 円） 

 特別養護老人ホーム、老人保健施設、療養型病床など、医療体制が異なる高齢者施設３施設において、入居者が死に至

るまでのプロセスを詳細に記述。そこから医療・介護・家族などの関わり方を整理し、住まいに近づきつつある高齢者

施設がエンド・オブ・ライフの場所として選択肢の１つとなるための検討事項を提示。 

◆ 『塩原病院整備改築計画プロポーザルコンペ提案作品集』（2004年／A4判ｶﾗｰ 68頁／頒価 3,000円） 
 回復期リハビリテーション病棟を中心的な機能とする栃木県医師会温泉研究所附属塩原病院の改築に当たり、当協会の

全面的な協力のもとに２００３年に行われたプロポーザルに寄せられた提案２９点と、募集要項、審査結果等を掲載。 

http://www.jiha.jp/project/publication/researchreport.html
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◆ 課題研究報告書『デイサービス施設の計画モデル開発に関する研究報告書』 
（主査：上野淳／2001 年／A4 判 240 頁／頒価 5,000 円） 

高齢者デイサービスセンターの運営および建築に関する調査結果に基づき、センターに求められる施設機能をダイヤ

グラム化して＜モデルプラン＞を提案。資料篇として１１施設の事例集（建築・運営・調査データ、図面、写真）お

よび活動場面集を収録。 

◆ 課題研究報告書『新看護体系における看護単位の大きさに関する研究報告書』 
（主査：筧淳夫／1999 年／A4 判 85 頁／頒価 4,000 円） 

日本の病院では今なお１看護単位５０床を標準とする通念が定着しているが、近年では病棟規模の根拠となる諸要因

は大きく変化しつつある。近未来へ向けて新しい看護単位の姿を、看護・建築の両面から構造化して考察した研究報

告書。 

◆ 課題研究報告書『病院の地震対策の具体策に関する提言的研究報告書』 
（主査：筧淳夫／1998 年／A4 判 144 頁／頒価 4,000 円） 

大震災後への万全な対策を備えた病院の実現はなかなか困難であり、緊急時にも一定の機能を保持しうる現実的な対

策を講じることが肝要となる。過去の研究実績に新しい研究成果を加え、施設に強固な耐震対策を施すための具体的

かつ実施可能な対策を提言。 

◆ 課題研究報告書『病室の最低基準面積に関する研究報告書』 
（主査：長澤泰／1998 年／A4 判 226 頁／頒価 4,500 円） 

病室環境、特に病室面積は入院医療の質に大きな影響を与える。本研究は、病室の最低基準面積を医療・看護・患者

生活など様々な視点から再検討し、また、現在の諸法令との関連を加味して考察を加え、今後の病室環境の基準のあ

り方を提言している。 

 課題研究報告書『痴呆性高齢者グループホームの運営ならびに生活空間に関する研究報告書』 
（主査：外山義／1998 年／A4 判 130 頁／頒価 4,000 円） 

認知症という生活障害を有する高齢者が、あるグループホームに馴染んでいく過程を半年以上にわたって追跡しその

日常生活を克明に記述し、ケアにおいて空間の果たす役割を浮き彫りにする事例研究。 

◆ 課題研究報告書『兵庫県南部地震病院被災調査報告書』 
（主査：中山茂樹／1996 年／A4 判 190 頁／頒価 4,000 円） 

１９９５年１月、阪神・淡路地域を襲った直下型大地震の直後から、当協会は関連機関・団体とともに病院の被災調

査を行った。調査対象は 22 病院、被災状況、復旧過程、災害に強い病院づくりのためのアイデアなどで構成されてい

る。 
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□情報シート集 

※ 掲載情報：１）データシート（施設概要・建築概要・設備概要・運営指標・部門別面積・特徴）２）全階平面図＋写真 

◆『保健･医療･福祉施設建築情報シート集 2012』（A4 判 481 頁/頒価： JIHA 会員 9,500 円 一般 19,000 円） 

 掲載施設：2009 年 4月～2012 年 3 月に竣工した保健･医療･福祉施設 １１０件（JIHa Data File 付） 

◆『保健･医療･福祉施設建築情報シート集 2011』（A4 判 494 頁/頒価： JIHA 会員 9,500 円 一般 19,000 円） 

 掲載施設：2008 年 4月～2011 年 3 月に竣工した保健･医療･福祉施設 １１１件（JIHa Data File 付） 

◆『保健･医療･福祉施設建築情報シート集 2010』（A4 判 423 頁/頒価： JIHA 会員 9,000 円 一般 18,000 円） 

 掲載施設：2007 年 4月～2010 年 3 月に竣工した保健･医療･福祉施設  ９３件（JIHa Data File 付） 

◆『保健･医療･福祉施設建築情報シート集 2009』SOLD OUT 

◆『保健･医療･福祉施設建築情報シート集 2008』（A4 判 545 頁/頒価： JIHA 会員 10,000 円 一般 20,000 円） 

 掲載施設：2005 年 4月～2008 年 3 月に竣工した保健･医療･福祉施設 １２０件（JIHa Data File 付） 

◆『保健･医療･福祉施設建築情報シート集 2007』（A4 判 733 頁/頒価： JIHA 会員 12,000 円 一般 24,000 円） 

 掲載施設：2004 年 4月～2007 年 3 月に竣工した保健･医療･福祉施設 １７１件（JIHa Data File 付） 

◆『保健･医療･福祉施設建築情報シート集 2006』（A4 判 751 頁/頒価： JIHA 会員 12,000 円 一般 24,000 円） 

 掲載施設：2003 年 4月～2006 年 3 月に竣工した保健･医療･福祉施設 １７９件（JIHa Data File 付） 

◆『保健･医療･福祉施設建築情報シート集 2005』（A4 判 585 頁/頒価： JIHA 会員 9,500 円 一般 19,000 円） 

 掲載施設：2002 年 4月～2005 年 3 月に竣工した保健･医療･福祉施設 １３９件（JIHa Data File 付） 

◆『保健･医療･福祉施設建築情報シート集 2004』（A4 判 613 頁/頒価： JIHA 会員 10,000 円 一般 20,000 円） 

 掲載施設：2001 年 4月～2004 年 3 月に竣工した保健･医療･福祉施設 １３６件（JIHa Data File 付） 

◆『保健･医療･福祉施設建築情報シート集 2003』（A4 判 505 頁/頒価： JIHA 会員 9,000 円 一般 18,000 円） 

 掲載施設：2000 年 4 月～2003 年 3月に竣工した保健･医療･福祉施設 １１８件（JIHa Data File 付） 

◆『保健･医療･福祉施設建築情報シート集 2002』（A4 判 561 頁/頒価： JIHA 会員 8,500 円 一般 17,000 円） 

 掲載施設：1999 年 4 月～2002 年 3月に竣工した保健･医療･福祉施設 １３８件（JIHa Data File 付） 

◆『保健･医療･福祉施設建築情報シート集 2001』（A4 判 600 頁/頒価： JIHA 会員 11,000 円 一般 22,000 円） 

 掲載施設：1998 年 4 月～2001 年 3月に竣工した保健･医療･福祉施設 １４４件（JIHa Data File 付） 

◆『保健･医療･福祉施設建築情報シート集 2000』（A4 判 624 頁/頒価： JIHA 会員 11,500 円 一般 23,000 円） 

 掲載施設：1997 年 4月～2000 年 3 月に竣工した保健･医療･福祉施設 １５０件 

◆『保健･医療･福祉施設建築情報シート集 1999』（A4 判 578 頁/頒価： JIHA 会員 10,500 円 一般 21,000 円） 

 掲載施設：1996 年 4 月～1999 年 3月に竣工した保健･医療･福祉施設 １４０件 

◆『保健･医療･福祉施設建築情報シート集 1998』（A4 判 428 頁/頒価： JIHA 会員 9,600 円 一般 19,000 円） 

 掲載施設：1995 年 4 月～1998 年 3月に竣工した保健･医療･福祉施設 １１１件 

◆『保健･医療･福祉施設建築情報シート集 1997』（A4 判 537 頁/頒価： JIHA 会員 9,800 円 一般 19,500 円） 

 掲載施設：1994 年 4 月～1997 年 3月に竣工した保健･医療･福祉施設 １３３件 

◆『保健･医療･福祉施設建築情報シート集 1996』（A4 判 539 頁/頒価： JIHA 会員 10,000 円 一般 20,000 円） 

掲載施設：1993 年 4 月～1996 年 3 月に竣工した保健･医療･福祉施設 １５７件 


